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Abstract
In instructing children with selective mutism in the field of education, it is necessary to 
conduct a multi-faceted assessment of each child to enhance their power of expression in a way 
that suits them in terms of their ability, interest, concern, willingness and motivation.
In this study, the goal is to assess the effectiveness of instruction by reporting the progress 
of a case where three teachers, including one of the authors of this paper, were involved in the 
instruction in a resource room of a child “G”, aged 6, who has selective mutism.
G has a level of intellectual development appropriate for her age, but was highly anxious and 
could not speak in a group.  In the resource room, small-group “communication” and “physical 
exercise” programs were combined with individualized instruction, and were conducted once or 
twice a week. The instruction entailed physical exercises and painting, which G is good at. 
Teachers conducted communication skill training by acting in short skits. 
As a result of yearlong comprehensive instruction, the symptoms of selective mutism 
declined; G could express her thoughts more actively than before. The instruction seemed to have 
had some effect.  However, at the beginning of the second part of the year, G could no longer 
attend regular class. Thus those assisting in her recovery have more work to do.
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（International Statistical Classification of Diseases and Related Health Problems: 11th Revision）において 
「不安及び恐怖関連障害」に分類されており，主として対人的不安を原因とする情緒障害として扱 
われている。そして場面緘黙児に対しては，これまで遊戯療法，箱庭療法，行動療法等を始めとする












されている。専任教員 12 名が市内の 5 つの小学校に設置された通級指導教室を担当して，巡回指導
を行う。A 小学校は，全校児童約 650 名，通常学級 20 クラス。通級指導教室の利用児童は，事例報





1）対象児 G 児　　性別　女子　　指導開始年齢 6 歳（1 年生入学と同時）
 　尚，G 児に対する指導は，4 年生まで継続しているが，本稿では主として，小学校入学時点から
の 1 年間の経過について報告を行う。







◦言語発達　　特に遅れはなく，2 語文が 1 歳 6 か月頃出ていた。

















イスすると，個別になら答えられることが増えてきた。（5 月 10 日時点）
◦登校前に保護者と返事の練習をしている。













 　週 1 回の指導を基本として通級を開始した。1 回の指導は 90 分で，小集団指導の「コミュニケー
ション」，「運動」と，個別指導の「個別」という 3 つのプログラムをそれぞれ 30 分程度ずつ行った。
 　2 学期後半から週 2 回の指導になり，追加された 1 回では「個別」のみ 45 分間の指導を行った。
 　「コミュニケーション」，「運動」は，原則として 3 名の小集団で 60 分間連続して実施した。小集
─ 35 ─
団のメンバーは本児以外に，2 年生男児と 3 年生女児であった。小集団指導には，折原を含めた教
員 3 名も参加した。
3．アセスメントの結果［田中ビネー知能検査の結果］
就学前の 11 月に実施した田中ビネー知能検査の課題通過状況を表 1 に示す。
1）実施機関： 教育相談センター
2）検査結果
　生活年齢： 6 歳 6 か月






◦ 数概念（10 個まで）： 言われた数だけ積み木を
取ること，積み木を半分に分けることができた。
◦ 絵の不合理： 3 問は絵の不合理に気付いて短い
言葉ながら適切に説明することができた。1 問は不合理に気付かなかった。







◦ひし形模写： 全問で形が歪んだり，角が 5 つ以上になったりした。













































































本児を含む 3 名の児童と，3 名の教員が参加して行う。
指導開始当初は質問に対し口頭で返答することが難しかったため，代替手段として，選択肢を指差
したり，頷いたり，ジェスチャーをして考えを伝えることから練習を始めた。
以下は，1 学期中に実施した 9 回の活動から抜粋し，日付とその日の活動テーマ，活動内容をまと
めたものである。


























































































以下は，2 学期中に実施した 14 回の指導からの抜粋である。

















































11 月 15 日　上手に質問をしよう
上手な質問の方法を使って宝探しゲームを行った。「教室の中にありますか？」のように大まかな
内容から質問をして，「窓際ですか？」のように少しずつ細かい質問にしていくと見つけやすいこと
を学習した。教員が宝に見立てたお手玉を 3 つ隠し，それを 3 人の児童で協力して見つける。質問は




































































た。以下は，3 学期に実施した小グループ指導 5 回分の記録からの抜粋である。
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